
SDGｓいたばしネットワーク＜地域ブロック別勉強会＞レポート②  板橋・仲宿・熊野ブロック 

一人ひとりの力を引き出しつないで創造する 
とき●9月 10日(火)19:00～21:00 

ところ●デイサービスおむすび 

講師●中津川忍（（株）ケアーシップ） 

出席●12名 

＜今回の内容に関係のある SDGｓの目標＞ 

開発の裏の弊害も見る 

仲宿,要介護 3000人に(2025) 

力量名簿で皆の力を集める 

・住み続けるまちづくりを目指しショッピングセン

ターをつくった（→商店街はシャッター通りに） 

・高齢者対策で特別養護老人ホーム新設増床、補助

金バラマキ（→民間は疲弊してつぶれていく） 

・介護ベッドはどんな人が使ったほうがいい？ 

中津川さんはみんなに問いを投げかけた。 

仲宿 8町会で現在 65歳以上は 5500人いる。う

ち要介護者は 2000 人。25 年には 3000 人になる

と言われる。どうやってみんなで支えて行ったら

いいか、鋭く問われている。 

 「支え合い会議」がスタートしているが、縦割

りの発想で子どもたちは場が使えない。認知症と

どう向き合っていくか大きな課題になっている。 

 そんな中でのこのネットワークの役割は何か？ 

1 つは、世界共通の羅針盤でみんなが取り組むこ

とで力が集中される、協力もしやすい。 

一人ひとりは 17項目のうちの何らかの専門家、

もっと知り合いかかわりあって力を発揮したい。 

ないものはみんなでつくっていけばいい。 

＜参加者の感想＞ 

・9/9 の高島平の勉強会の報告だと「地域の実態

から SDGｓに迫る」ということが分かった。がも

う少し詳しく知りたい！ 

 

 

 

 

・中津川さんの考えに共感する(「こういうことな

んだ！」) 

・つなげる力が大事！もっとオープンに広げない

と。みんながネットワーク力をつくっていこう。 

・17目標の視点を持って交通整理するとよい。 

・力量名簿いいですね。自分もつくってみたい。 

・17 目標がすべてではない。、地域をよくしたい

という思いが大事だ。 

中津川さん発案「力量名簿」 


